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3.研 究概要

バイオマスは生物が作 り出す有機資源であ り、多様 な分子か ら成 る。 このため化成 品材料

やエネルギー資源のみな らず、生理活性物質 な どの高機能性物質 として も高いポテ ンシャル

を持 ってい る。 中で も樹木 に代表 され る植物バイオマスは未利 用かつ豊富なバイオマス資源

として注 目されてい る。植物細胞壁 は、主にセル ロース、ヘ ミセル ロースお よび リグニンに

よって構成 されていて、互い に多様 な結合で三次元の高分子 を形成 してい る。 この高分子ネ

ッ トワー クの結合構造を正確 に把握す ることは植物バイオマスの戦略的な変換、利 用につ な

が る。特 に、 リグニ ンの分岐構造や リグニ ンと糖の結合構造は、その存在量は少ない ものの

バイオマスの高分子ネ ッ トワー クを"ほ どく"た めの鍵 となる構造 であ り、バイオマスの成

分分離、変換反応 を開発す る上で重要で あるが、現在 の ところ、核磁気共鳴法(NMR法)に

よってのみ観測可能である。そ こで化学の 目でバイオマスの利活用 を進 める基盤 としてNMR

法を中心 に質量分析法 と組み合わせ て木質バイオマスを分子 レベル で捉 え、化学分解や成分

分離 、微生物分解な ど、 さまざまなバイオマスの変換反応過程にお ける構成成分の変化 を評

価す る手法の開発 を 目的 として研究 を進 めている。

本研究ではまず、木質バイオマスを包括的に測定可能 な溶液NMR法 を用いて、構成成分の

存在比 を定量す る手法の改 良を進 めた。2次 元NMR上 の相 関シグナル か ら構成成分 の相対量

を見積 も り、得 られた定量値 を較正す る手法 を開発 した。 さらに、分子量の異 なる混合物 に

ついて定量す る手法 を開発 した。次 に、木質バイオマス中におけ る高分子ネ ッ トワークの結

合構造で特に重要な リグニンの分岐構造お よび糖一リグニ ンの複合体構造 をロング レンジ相

関NMR法 を用 いて解析 した。また、木材腐朽菌 による微生物分解過程の解析 をお こなった。

木質バイオマスの生分解過程 における リグノセル ロース構造の変化や生分解過程で分泌 され

る腐朽菌 由来 の二次代謝物 を分析す ることで、環境負荷 の小 さい効果的なバイオマス変換法

構築へ 向けた基盤構築が期待で きる。その他共 同研究を通 じて様 々なバイオマスお よびバイ
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オマ ス由来の反応生成物 の分析 を行 った。溶液NMR法 を用いてバイオマス成分 の包括分析 と

定量評価法、精密構造解析、バイオマスの変換反応や生分解過程 にお ける動態解析における

有用性が示 された。
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